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味覚障害があるがん患者さんの家族に対する支援

患者さんと接する家族へのアドバイス

抗がん剤投与や手術をされた患者さんは、いきなり味覚が大きく変わるため、戸
惑い、落ち込み、イライラします。「おいしい」は味覚だけではなく、見た目やに
おい、温度、舌ざわり、音、さらには心的状態、文化や習慣、食事の雰囲気など
さまざまな要因が関与します。食事のつらさへ意識が向かないような食事内容、
雰囲気づくりも大切です。また家族もがんばりすぎると長く続けられないため、
肩の力をぬいて、市販やサービスを活用しながら患者さんの気持ちに寄り添うこ
とを大切にしましょう。

　患者さんに味覚障害があると、家族で同じ食事をとることが難しくなることがあります。また、
主に家庭で調理の担い手が患者さんの場合には、家族の食事の味つけができなくなることがあり
ます。患者さんがひとりで抱え込まないように、家族にも味覚障害について理解を深めてもらう
とともに、食事に対する不安を軽減したり、家庭での役割を維持したりするための家族のサポー
トについてもアドバイスが必要になります。

　がん患者さんの家族は、患者さんに対してできるだけ食事をしっかりとることを勧めたり、バ
ランスの良い食事にこだわったりすることがあります。しかし、味覚障害の症状がある患者さん
で、分食でなければ食べられない、味のしない食事に食べる気がわかないという人は少なくあり
ません。無理に食事をとらせようとするのは、さらに食事を苦痛にする原因ともなるため、家族
には味覚障害の症状が改善するまでは可能な限り患者さんの要望に沿うように伝えましょう。

監修医より
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調理の役割の見直し

　家族のなかで患者さんが主に調理を担ってきた場合、それをすべてほ
かの家族が担ってしまうと患者さんの家庭での役割が失われたような気
持ちになってしまうことがあります。患者さん自身が望む場合にはがん
治療期間中は一緒に調理をする、あるいはこれまで通り患者さんが主に
調理を担い、味つけのみ家族が行うなど、患者さんに合ったサポートの
形を家族、患者さんとともに探していけるようにアドバイスすることが
大切です。

食事をとる環境の調整

　患者さんは、味覚障害があることで食欲が低下し、食べることに対する楽しみの減少や孤独感
が強くなるなど、心理的な問題を伴っている可能性があります。食べることに意識を向けすぎる
ことがより心理的な負担になることもあるため、普段通りを心がけるように伝えましょう。

　また、食事をとる前に唾液分泌を促すことで味を感じやすくなることがあります。唾液腺マッ
サージを行うことも有効ですが、会話をすることでも唾液分泌を促すことができます。食卓を楽
しめる環境づくりを大切にするようにアドバイスしましょう。

献立を考えるときのヒント

　味覚障害のある人向けのレシピなどを参考に、患者さんが食べやすいものを献立に加えるとよ
いでしょう。また、味つけを濃くすることで味を感じやすくなる場合には、同じ献立で家族のも
のを取り分けた後に塩味を加えるなどして味つけを変えることで、主に調理をする人の負担が軽
減できます。

　味つけが家族間で合わない場合には、鶏むね肉のハムのように淡白な味のものを準備し、ソー
スの種類を増やして患者さんも家族も好みのものを選べるようにするなどの工夫も効果的です。
同じ食事を家族で楽しむことができ、患者さんも食事を楽しむ気持ちになれることで、心の負担
も軽くなり、がん治療を乗り切る力となります。
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